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カ
ジ
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か

自
主
財
源
で
住
民
福
祉
の
向
上
か

　

維
新
の
予
定
候
補
者
は

「
堺
は
こ
の
８
年
間
、
大
阪

府
と
も
大
阪
市
と
も
協
調
せ

ず
鎖
国
み
た
い
な
政
策
を
続

け
て
き
て
本
当
に
停
滞
し
て

し
ま
っ
た
。」
と
語
っ
て
い

ま
す
（「
維
新
プ
レ
ス
ｖ
ｏ

ｌ
・ 

19
」）。

　

「
停
滞
」
の
根
拠
と
し
て

あ
げ
て
い
る
の
は
２
点
で

す
。
一
つ
は
竹
山
市
政
の
下

で
堺
市
の
借
金
が
１
０
０
０

億
円
増
え
た
こ
と
、
も
う
一

つ
は
堺
市
が
人
口
転
出
超
過

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す

（「
維
新
プ
レ
ス
ｖ
ｏ
ｌ
・

18
」）。

　

ま
ず
、
堺
市
の
借
金
で

す
。
自
治
体
の
借
金
は
、
誰

が
そ
の
借
金
を
返
済
す
る
か

で
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。
自
治
体
の
借
金
な
の

で
、
自
治
体
の
責
任
で
返
済

す
る
と
考
え
が
ち
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
自
治
体
の
借
金
に

は
臨
時
財
政
対
策
債
と
い
う

借
金
が
あ
り
、
こ
の
借
金
は

国
が
返
済
し
ま
す
。
自
治
体

の
借
金
を
国
が
返
済
す
る
の

は
な
ん
と
な
く
変
で
す
が
、

こ
の
借
金
は
も
と
も
と
国
が

自
治
体
に
現
金
で
払
う
べ
き

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
源
が

不
足
し
て
い
た
た
め
払
う
こ

と
が
で
き
ず
、
い
っ
た
ん
自

治
体
が
借
金
を
し
て
現
金
を

確
保
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
借
金
に
つ
い
て

は
元
本
も
利
子
も
国
が
支
払

い
ま
す
。
堺
市
の
場
合
、
増

え
て
い
る
の
は
こ
の
臨
時
財

政
対
策
債
で
あ
り
、
こ
の
部

分
を
除
く
と
借
金
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
（
表
１
）。

　

松
井
知
事
や
橋
下
前
市
長

も
、
自
治
体
の
借
金
を
考
え

る
場
合
、
こ
の
臨
時
財
政
対

策
債
は
除
い
て
考
え
る
べ
き

と
発
言
し
て
い
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
「
停

　

市
長
選
挙
の
争
点
は
、
堺

市
の
将
来
を
ど
う
展
望
す
る

　

堺
市
長
選
挙
の
結
果
は
、

大
阪
府
民
・
府
内
自
治
体
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

大
阪
府
に
は
、
大
阪
市
と

堺
市
、
二
つ
の
政
令
指
定
都

市
が
あ
り
ま
す
。
維
新
は
大

阪
府
知
事
と
大
阪
市
長
を
押

さ
え
て
い
ま
す
が
、
堺
市
を

か
で
す
。
戦
後
、
堺
市
は
大

阪
府
に
依
存
す
る
こ
と
が
堺

押
さ
え
て
い
ま
せ
ん
。
も
し

知
事
と
２
政
令
市
長
を
押
さ

え
る
と
、
都
構
想
、
カ
ジ
ノ

誘
致
に
、
オ
ー
ル
大
阪
的
規

模
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
大
阪
府
民
、
府
内
の
自

治
体
に
与
え
る
影
響
は
甚
大

で
す
。
維
新
が
堺
市
長
選
挙

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
し
た
。
結
果
、
堺
は
自
立

し
た
都
市
で
は
な
く
、
衛
星

都
市
と
し
て
発
展
。
当
時
は

人
口
や
産
業
が
急
増
、
大
阪

市
で
働
く
市
民
も
増
え
、
大

阪
市
に
依
存
す
る
根
拠
も
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

堺
の
自
然
や
歴
史
は
大
き
く

失
わ
れ
、
大
都
市
で
あ
り
な

が
ら
中
心
部
が
わ
か
り
に
く

い
、
市
内
部
で
の
移
動
が
困

難
な
ど
様
々
な
問
題
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
阪
市
内
の
事
業

所
で
働
く
堺
市
民
の
割
合
は

減
る
で
し
ょ
う
。
反
対
に
生

活
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
が
増

え
、
居
住
地
近
く
で
の
就
労

先
が
増
え
ま
す
。
高
齢
者
が

増
え
る
に
従
い
、
市
民
が
市

内
で
過
ご
す
時
間
も
増
え
る

で
し
ょ
う
。
地
方
分
権
が
進

み
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市

を
重
視
し
て
い
る
の
は
こ
の

点
に
あ
り
ま
す
。
堺
市
の
存

在
が
維
新
の
破
壊
的
な
「
改

革
」
の
防
波
堤
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
、
堺
市
民
以
外
も

認
識
す
べ
き
で
す
。
堺
市
民

と
っ
て
堺
市
長
選
挙
が
大
切

な
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、

大
阪
府
民
に
と
っ
て
も
重
要

な
選
挙
で
す
。

町
村
の
役
割
が
増
え
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
堺
の
将

来
を
ど
の
よ
う
に
展
望
す
る

か
が
大
き
な
分
岐
点
に
な
り

ま
す
。

　

維
新
は
大
阪
府
や
大
阪
市

に
依
存
し
な
が
ら
堺
市
の
将

来
を
展
望
す
る
考
え
で
す
。

し
か
し
、
大
阪
府
に
依
存
し

都
構
想
を
受
け
入
れ
る
と
、

堺
市
が
消
滅
し
ま
す
。
大
阪

府
か
ら
見
る
と
堺
市
を
利
用

す
る
最
後
の
機
会
で
あ
り
、

堺
市
か
ら
見
る
と
最
後
の
奉

公
と
な
り
ま
す
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
大
阪
府

や
大
阪
市
と
は
適
切
な
協
調

を
行
い
つ
つ
、
政
令
指
定
都

市
の
権
限
と
財
源
を
十
分
に

活
用
し
、
堺
市
の
将
来
は
堺

市
民
が
決
め
る
と
い
う
考
え

で
す
。
失
わ
れ
た
自
然
を
取

り
戻
し
、
残
さ
れ
た
歴
史
を

き
ち
ん
と
守
り
、
市
民
が
共

同
し
て
堺
の
将
来
を
考
え
、

実
践
す
る
方
法
で
す
。
地
域

経
済
も
カ
ジ
ノ
を
あ
て
に
す

る
の
で
は
な
く
、
市
内
の
事

業
所
の
発
展
、
雇
用
増
大
、

市
内
の
可
能
性
を
生
か
し
た

経
済
振
興
を
進
め
る
べ
き
で

す
。
企
業
本
社
の
流
入
数
で

は
政
令
市
２
位
（
表
２
）。

製
造
品
な
ど
の
出
荷
額
で

は
、
維
新
市
政
で
後
退
す
る

大
阪
市
を
抜
き
、
一
人
あ
た

り
の
出
荷
額
で
政
令
市
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

３
）。
維
新
が
言
う
よ
う
な

「
停
滞
」
で
は
な
く
、
堺
市

が
主
体
と
な
っ
て
堺
市
の
将

来
を
考
え
る
方
向
に
歩
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

維
新
が
最
も
肝
心
な
「
協

調
」
の
内
容
を
示
せ
な
い
た

め
、
争
点
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

争
点
は
明
確
で
す
。
政
令
指

定
都
市
堺
を
存
続
さ
せ
、
自

治
都
市
と
し
て
の
歩
み
を
進

め
る
の
か
、
再
び
大
阪
府
に

「
依
存
」
す
る
堺
市
に
戻

り
、
最
終
的
に
は
堺
市
を
消

滅
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
、
こ

れ
が
今
回
の
市
長
選
挙
の
争

点
で
す
。

は
再
び
都
構
想
の
内
容
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
都
構
想

は
、
大
阪
府
が
カ
ジ
ノ
万
博

を
誘
致
す
る
た
め
に
必
要
な

財
源
と
権
限
を
確
保
す
る
た

め
、
大
阪
市
を
解
体
し
、
大

阪
市
の
財
源
と
権
限
の
一
部

を
大
阪
府
に
移
す
も
の
で

す
。
堺
市
が
都
構
想
に
巻
き

込
ま
れ
る
と
、
堺
市
は
解
体

さ
れ
、
財
源
と
権
限
の
一
部

が
大
阪
府
に
移
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
堺
市
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
は
確
実
に
下
が

り
ま
す
。
し
か
も
、
カ
ジ
ノ

万
博
を
大
阪
市
の
臨
海
部
に

設
置
し
て
も
、
堺
経
済
に
は

何
の
プ
ラ
ス
も
な
く
、
反
対

に
堺
で
の
消
費
力
が
カ
ジ
ノ

に
吸
い
取
ら
れ
堺
経
済
は
確

実
に
低
下
し
ま
す
。

　

前
回
の
堺
市
長
選
挙
で
維

新
は
敗
退
し
ま
し
た
。「
常

勝
」
維
新
が
は
じ
め
て
つ
ま

ず
い
た
選
挙
で
し
た
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
、
維
新
の
候

補
者
が
堺
市
長
に
な
る
と
、

堺
市
が
都
構
想
に
巻
き
込
ま

れ
、
堺
市
が
消
滅
す
る
と
言

う
こ
と
に
市
民
が
気
づ
き
、

反
対
し
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
維
新
は
、

堺
は
「
停
滞
」
し
て
い
る
、

成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
阪

府
、
大
阪
市
と
の
「
協
調
」

が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
、「
協
調
」
の
中
身
は
言

い
ま
せ
ん
。「
協
調
」
の
中
身

は
先
に
書
い
た
都
構
想
と
カ

ジ
ノ
万
博
で
あ
り
、
こ
れ
を

明
確
に
す
る
と
、
前
の
選
挙

の
二
の
舞
に
な
る
か
ら
で

す
。
維
新
の
予
定
候
補
者
が

示
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
施

策
は
、「
協
調
」
と
は
全
く
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、「
協
調
」
が
重
要
だ
と
言

い
つ
つ
、
具
体
的
に
ど
う
す

る
の
か
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
挑
戦
者
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
新
は
、「
停
滞
」
か
ら

脱
出
す
る
た
め
に
大
阪
府
、

大
阪
市
と
の
「
協
調
」
を
深

め
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
堺
市

も
大
阪
府
や
大
阪
市
と
協
調

し
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
古
墳
群
が
世
界
遺
産

の
推
薦
候
補
に
決
ま
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
堺
市
、
関
係

市
と
大
阪
府
が
協
調
し
て
取

り
組
ん
だ
成
果
で
す
。「
鎖

国
」
な
ど
と
い
う
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
も
堺
市
は
、
同
じ
自

治
体
と
し
て
、
対
等
平
等
の

立
場
で
大
阪
府
・
市
と
協
調

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
維
新

が
批
判
す
る
以
上
、
維
新
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
協

調
」
は
「
対
等
平
等
」
で
は

な
く
、「
追
随
」
も
し
く
は

「
依
存
」
で
す
。
大
阪
府
・

市
が
重
視
す
る
の
は
、
大
阪

都
構
想
と
カ
ジ
ノ
万
博
で

す
。「
追
随
」
す
る
場
合
、

こ
の
二
つ
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
堺
市
の
将
来
を
展
望
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
阪
府
と
大
阪
市

滞
」
の
根
拠
と
す
る
の
は
不

適
切
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
人
口
の
転
出

超
過
で
す
。
全
国
的
に
見
る

と
、
全
体
と
し
て
は
人
口
が

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
中

心
市
は
転
入
超
過
、
周
辺
市

は
転
出
超
過
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
阪
市
と
堺
市

だ
け
に
生
じ
て
い
る
現
象
で

な
く
、
全
国
的
に
生
じ
て
い

る
こ
と
で
す
。
橋
下
知
事
の

誕
生
は
２
０
０
８
年
１
月
で

す
。
２
０
０
８
年
と
２
０
１

６
年
の
人
口
増
減
率
を
見
ま

す
と
、
東
京
都
は
５
％
増
、

愛
知
県
は
１
・
５
％
増
、
福

岡
県
は
０
・
８
％
増
で
す

が
、
大
阪
府
は
０
・
２
％
減

で
す
。
堺
が
転
出
超
過
と
い

う
前
に
、
大
阪
府
の
人
口
減

少
の
原
因
を
考
え
る
べ
き
で

す
。

　

堺
市
長
選
挙
が
９
月
24
日
実
施
さ
れ
る
。
３
選
を
目
指
す
現
職
の
竹
山
お
さ
み
候
補
と

大
阪
維
新
の
会
が
擁
立
す
る
永
藤
英
機
候
補
が
対
決
す
る
構
図
だ
。
こ
の
度
の
選
挙
が
、

今
後
の
都
構
想
の
動
向
、
大
阪
府
全
域
の
医
療
・
福
祉
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
都
市
政
策
専
門
の
中
山
徹
氏
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）
に
選
挙
の
争
点
と
大
阪
府
へ
の

影
響
に
つ
い
て
投
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

表２　本社流入数

表１　堺の財政は健全

表３　製造品など出荷額
（下段は１人当たり出荷額）（大阪府HP・堺市HPより）

2011年度 2014年度

堺　市 ３兆5,320億円
（419万円）

３兆8,213億円
（455万円）

大阪市 ３兆8,679億円
（131万円）

３兆6,348億円
（135万円）

※大阪府全体の出荷額が減少する中で、堺市は大阪市を抜いた！

政令市２位（帝国データバンク　　
2012～2016年の５年間）

順位 市名 流入数
１ 横浜市 81
２ 堺　市 28
３ 川崎市 21

20 大阪市 ▲468

20政令市の中で、４番目に健全

大
　
　 

将
来
負
担 

　
　
　
小

大阪府

19.4％

9.2％
5.5％

大阪市堺市

実質公債費比率

起債許可団体 　
となる基準18％
起債許可団体 　
となる基準18％

５年連続
イエローカード
５年連続

イエローカード

20政令市の中で、３番目に健全

大
　
　 

将
来
負
担 

　
　
　
小

大阪府大阪市堺市

将来負担比率
189.0％

117.1％

15.6％


